
先
日
４
月
13
日
の
総
会
に
お

越
し
に
な
っ
た
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
２
０
１

９
年
４
月
か
ら
役
員
を
務
め
て

お
り
、
役
員
の
長
期
政
権
化
し

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
本
年
度
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
経

済
安
保
版
秘
密
保
護
法
案
が
容

易
に
衆
院
通
過
し
た
り
、
岸
田

首
相
が
日
米
同
盟
の
強
化
・
共

同
声
明
の
発
表
を
し
た
り
、
ロ

シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
撤
退

す
る
兆
し
も
な
く
、
中
東
で
は

か
え
っ
て
イ
ラ
ン
が
イ
ス
ラ
エ

ル
に
無
人
機
攻
撃
を
し
た
り
す

る
（
２
０
２
４
年
４
月
18
日
現

在
）
な
ど
国
内
外
の
情
勢
が
非

常
に
厳
し
い
中
で
、
今
回
の
総

会
・
記
念
講
演
は
非
常
に
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
（
詳
し
く
は
、

報
告
記
事
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）
。

今
回
の
巻
頭
言
で
は
、
記
念
講

演
を
受
け
て
、
法
律
家
と
し
て

の
反
省
と
、
今
後
の
活
動
へ
の

意
気
込
み
に
つ
い
て
触
れ
た
い

と
思
い
ま
す
。

受
験
戦
略
の
観
点
か
ら
、
司

法
試
験
を
合
格
し
て
仕
事
を
し

て
い
る
法
律
家
も
、
必
ず
し
も

憲
法
９
条
の
こ
と
を
分
か
っ
て

い
る
人
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん

（
「
分
か
っ
た
気
に
な
っ
て
い

る
」
人
は
い
る
か
も
し
れ
な
い

で
す
が
）
。
さ
ら
に
日
本
の
司

法
、
法
律
家
が
疎
い
の
は
、
国

際
法
と
い
う
分
野
で
す
。
司
法

試
験
の
選
択
科
目
で
は
あ
る
も

の
の
、
受
験
者
の
中
で
も
選
択

者
は
も
っ
と
も
少
な
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
私

も
選
択
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

記
念
講
演
の
中
で
、
国
連
に

よ
る
安
全
保
障
措
置
は
当
事
国

で
あ
る
大
国
に
な
い
が
し
ろ
に

さ
れ
、
人
権
条
約
に
批
准
し
て

も
、
守
ら
な
い
（
よ
り
正
確
に

は
、
守
る
気
が
な
い
）
の
が
大

国
や
残
念
な
が
ら
日
本
の
立
場

で
す
。
唯
一
条
約
を
引
き
合
い

に
出
し
た
の
は
、
共
謀
罪
の
時

の
条
約
で
す
。
そ
れ
以
外
の
人

権
規
約
な
ど
国
際
人
権
基
準
は
、

カ
ナ
タ
チ
氏
の
報
告
に
対
す
る

自
民
党
の
態
度
、
勧
告
審
査
に

対
す
る
政
府
担
当
者
の
姿
勢
か

ら
す
れ
ば
、
無
視
さ
れ
て
い
る

の
は
明
ら
か
で
す
。
法
的
に
見

て
、
大
国
と
言
え
る
の
か
恥
ず

か
し
く
な
り
ま
す
。

そ
れ
以
上
に
、
今
回
の
講
演

で
は
、
法
律
家
と
し
て
如
何
に

国
際
法
の
視
点
が
抜
け
て
い
た

の
か
思
い
知
ら
さ
れ
、
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。
色
ん
な
意
見
や

議
論
は
あ
る
ま
で
も
、
国
際
法

上
戦
争
は
違
法
で
す
。
そ
れ
を

ア
メ
リ
カ
に
語
ら
せ
よ
う
に
も
、

国
連
決
議
を
無
視
し
た
り
、
拒

否
権
を
使
っ
て
き
た
り
し
た
ア

メ
リ
カ
は
そ
の
立
場
に
な
い
。

い
わ
ゆ
る
５
大
国
も
同
じ
で
、

既
に
当
事
国
に
な
っ
て
い
る
。

私
は
、
地
域
で
も
、
憲
法
９

条
を
守
り
生
か
そ
う
と
い
う
運

動
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
国

際
法
を
守
ら
せ
よ
う
と
い
う
視

点
も
重
要
で
は
な
い
か
、
今
後

は
国
際
法
の
観
点
も
持
と
う
と

決
意
し
ま
し
た
。

２
０
１
２
年
の
選
挙
以
降
は
、

あ
の
麻
生
政
権
よ
り
票
も
取
れ

て
い
な
い
。
そ
の
政
権
が
国
際

的
に
み
て
お
か
し
な
政
策
ば
か

り
す
る
。
選
挙
に
国
民
が
駆
け

つ
け
れ
ば
、
第
２
次
安
倍
政
権

以
降
の
流
れ
を
く
む
現
在
の
政

権
に
も
国
民
の
審
判
が
下
せ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
視

点
を
新
た
に
、
会
員
の
方
に
よ
っ

て
は
確
認
し
て
、
今
後
の
活
動

に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

１
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12
周
年
総
会
を
受
け
て
、

反
省
と
意
気
込
み

事
務
局
次
長
・弁
護
士

林
翔
太



中
野
晃
一
さ
ん
の
お
話
は
小

気
味
よ
い
。
テ
ン
ポ
よ
く
会
場

を
沸
か
せ
な
が
ら
岸
田
政
治
の

分
か
り
難
さ
を
語
っ
た
。
「
安

倍
政
治
は
見
る
か
ら
に
分
か
り

や
す
か
っ
た
。
靖
国
神
社
的
な

歴
史
観
、
戦
前
の
日
本
と
重
な
っ

て
、
見
る
か
ら
に
や
ば
い
。
岸

田
さ
ん
は
ど
う
か
。
見
る
か
ら

に
凡
庸
。
安
倍
の
レ
ー
ル
に
乗
っ

て
い
る
が
魂
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

抗
弁
や
反
論
に
も
責
任
感
を
感

じ
ら
れ
な
い
」
と
。
中
野
さ
ん

が
「
こ
れ
が
岸
田
の
や
り
た
い

こ
と
だ
」
と
確
信
し
た
の
は
、

岸
田
の
長
男
が
官
邸
に
親
族
を

呼
び
集
め
て
忘
年
会
を
や
っ
た

と
き
だ
。
岸
田
は
権
力
欲
だ
け

で
何
の
信
念
も
な
い
と
。
だ
が
、

こ
の
岸
田
に
は
安
倍
と
は
違
う

怖
さ
が
あ
る
と
中
野
さ
ん
は
言

わ
れ
た
。

「
安
倍
の
時
に
は
見
え
な
か
っ

た
こ
と
が
、
岸
田
に
な
っ
て
か

ら
見
え
て
き
た
。
『
対
米
従
属
』

が
鮮
明
に
な
っ
た
。
訪
米
し
た

岸
田
は
連
邦
議
会
演
説
で
『
今

日
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
明
日
の
東

ア
ジ
ア
、
ア
メ
リ
カ
は
独
り
で

は
な
い
。
日
本
は
ア
メ
リ
カ
と

共
に
あ
る
』
と
表
明
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
は
リ
ベ
ラ
ル
か
ら
見

て
『
正
し
い
戦
争

Ju
s
t
W
ar

』

日
本
もN

A
T
O

に
準
じ
た
こ
と
を

や
る
。
そ
の
延
長
で
、
ロ
シ
ア

と
中
国
が
同
じ
と
み
て
、
中
国

へ
の
恐
怖
を
煽
る
。…

自
由
と

民
主
主
義
の
た
め
に
戦
争
す
る

覚
悟
を
語
り
、
ア
メ
リ
カ
に
頭

を
撫
ぜ
ら
れ
喜
ぶ
岸
田
。
一
体

ど
こ
の
首
相
な
の
か
！
」
と
中

野
さ
ん
は
岸
田
首
相
を
指
弾
し

た
。軍

事
力
と
同
盟
で
は
安
全
保

障
は
で
き
な
い
と
説
く
中
野
さ

ん
。
「
北
朝
鮮
が
核
を
持
つ
の

は
ア
メ
リ
カ
を
攻
め
る
た
め
で

は
な
い
。
核
を
持
て
ば
ア
メ
リ

カ
の
攻
撃
を
抑
止
で
き
る
と
思
っ

て
や
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
見
た

日
本
は
軍
事
力
を
強
化
す
る
。

は
て
し
な
い
軍
拡
競
争
だ
」
と
。

「
敵
基
地
攻
撃
能
力
を
持
て
ば

中
国
や
北
朝
鮮
は
攻
撃
し
な
い
、

と
い
う
方
が
お
花
畑
。
こ
れ
が

安
全
保
障
の
ジ
レ
ン
マ
。
同
盟

と
は
チ
ン
ピ
ラ
の
喧
嘩
に
や
く

ざ
が
出
て
く
る
こ
と
。
戦
争
に

な
り
同
盟
国
が
参
戦
す
れ
ば
、

下
手
す
る
と
世
界
戦
争
に
な
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
ロ
シ
ア
を
攻
撃

す
れ
ば
、
ロ
シ
ア
が
や
り
返
し

N
A
T
O

が
出
て
世
界
戦
争
に
な
り

か
ね
な
い
。
台
湾
有
事
で
も
米

中
の
本
土
は
聖
域
化
し
て
、
台

湾
と
日
本
が
戦
場
に
な
り
か
ね

な
い
」
と
。
ま
さ
に
軍
拡
競
争

を
地
で
行
く
岸
田
政
権
へ
の
強

烈
な
パ
ン
チ
だ
。
岸
田
は
軍
拡

を
頑
張
る
と
表
明
し
、
ア
メ
リ

カ
に
頭
を
撫
ぜ
ら
れ
喜
ん
で
い

る
。
何
を
か
言
わ
ん
や
！

経
済
分
野
や
研
究
開
発
分
野

な
ど
広
範
な
分
野
が
秘
密
指
定

さ
れ
る
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ク

リ
ア
ラ
ン
ス(

適
性
評
価
制
度)
」

は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
要
請
だ
。

中
国
に
情
報
が
漏
れ
な
い
よ
う

に
す
る
仕
組
み
を
経
済
分
野
に

も
広
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
民

間
企
業
で
働
く
多
く
の
労
働
者

が
資
格
審
査
の
対
象
に
さ
れ
る

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
中
野
さ

ん
は
「
学
問
の
自
由
」
「
大
学

の
自
治
」
の
観
点
か
ら
警
鐘
を

鳴
ら
し
た
。
「
学
問
の
自
由
」

は
「
内
心
の
自
由
」
だ
け
で
は

な
い
。
「
信
教
の
自
由
」
「
結

社
の
自
由
」
に
つ
な
が
る
重
大

な
問
題
だ
。
「
学
問
の
自
由
」

は
「
学
問
共
同
体
の
自
由
」
と

し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
「
大
学
の
自
治
」
「
研

究
の
公
開
」
が
保
証
さ
れ
な
け

れ
ば
成
立
し
な
い
の
だ
、
と
。

「
台
湾
有
事
で
戦
争
に
な
れ

ば
、
戦
場
は
台
湾
と
日
本
。
現

実
的
に
あ
り
う
る
の
は
海
上
封

鎖
。
物
流
が
止
ま
れ
ば
ア
ウ
ト
。

台
湾
は
無
血
開
城
せ
ざ
る
を
え

な
い
。
い
き
な
り
ミ
サ
イ
ル
が

飛
ぶ
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な

い
。
わ
れ
わ
れ
が
軍
事
化
に
反

対
す
る
と
お
花
畑
と
言
わ
れ
る

が
、
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
で
武

器
を
買
わ
さ
れ
、
戦
場
に
な
る

の
は
日
本
で
あ
る
こ
と
を
考
え

れ
ば
戦
争
を
回
避
す
る
し
か
な

い
。
敵
基
地
攻
撃
能
力
を
持
ち

一
発
撃
て
ば
戦
争
は
終
わ
る
と

い
う
方
が
お
花
畑
。
そ
う
い
う

こ
と
に
確
信
を
も
っ
て
い
こ
う
」

と
、
中
野
さ
ん
は
締
め
く
く
ら

れ
た
。

（
報
告
：
加
藤
け
い
子
）

２

十
二
周
年
総
会
記
念
講
演

経
済
安
保
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
」
が
狙
う
も
の

講
師
：
中
野
晃
一
さ
ん
（上
智
大
学
教
授
・政
治
学
）

中野教授の講演の録画は、5月

10日以降無料公開します。上記

ＱＲコードからご視聴下さい。



２
０
２
４
年
４
月
13
日
、
鯱

城
ホ
ー
ル
に
て
、
当
会
の
12
周

年
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
度
の
活
動
報
告

と
し
て
、
極
秘
通
信
の
発
行
、

拡
大
世
話
人
会
が
開
催
さ
れ
た

こ

と

、

主

催

し

た

学

習

会

（
「
超
」
監
視
社
会
が
や
っ
て

き
た
！
～
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」

が
日
本
を
壊
す
、
「
経
済
安
保

法
『
改
正
』
の
名
の
も
と
に
大

拡
大
す
る
秘
密
法
体
制
」
、
マ

イ
ナ
保
険
証
一
本
化
反
対
実
行

委
員
会
を
形
成
し
マ
イ
ナ
保
険

証
一
本
化
反
対
の
連
続
行
動
を

行

っ

た

こ

と

、

団

体

署

名

（
「
一
審
判
決
を
乗
り
越
え
、

公
安
警
察
に
よ
る
情
報
収
集
・

保
有
を
断
罪
す
る
判
決
を
！
」

（
大
垣
市
民
監
視
違
憲
訴
訟
）
）

を
行
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
同
年
度
の
決
算
報

告
と
監
査
報
告
が
あ
り
、
２
０

２
４
年
度
の
会
費
の
納
入
の
呼

び
か
け
も
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
２
０
２
４
年
度
活

動
方
針
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
路
線
を
継
続

し
て
い
く
旨
、
大
垣
市
民
監
視

事
件
、
名
古
屋
白
龍
マ
ン
シ
ョ

ン
で
っ
ち
上
げ
事
件
、
関
西
地

区
生
コ
ン
支
部
弾
圧
事
件
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
違
憲
訴
訟
等
の
市

民
監
視
・
弾
圧
訴
訟
に
関
連
す

る
訴
訟
や
運
動
に
協
力
し
て
い

く
こ
と
、
デ
ジ
タ
ル
庁
創
設
を

含
む
デ
ジ
タ
ル
化
関
連
法
及
び

重
要
土
地
調
査
規
制
法
に
反
対

す
る
運
動
を
行
っ
て
い
く
旨
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、

当
面
は
秘
密
保
護
法
拡
大
法
案

（
経
済
安
保
版
秘
密
保
護
法
）

制
定
と
マ
イ
ナ
保
険
証
一
本
化

の
阻
止
に
向
け
た
運
動
を
中
心

に
活
動
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

今
後
の
活
動
と
し
て
、
６
月

３
日
（
月
）
午
後
０
時
か
ら
栄

ラ
シ
ッ
ク
東
側
歩
道
に
て
街
頭

宣
伝
を
行
い
ま
す
。

役
員
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
役
員
（
濵
嶌
代
表
、
中
川

事
務
局
長
、
林
事
務
局
次
長
）

が
留
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
会
の
運
営
と
し
て
、

事
務
負
担
や
経
費
の
軽
減
の
た

め
、
ニ
ュ
ー
ス
等
は
原
則
と
し

て
Ｅ
メ
ー
ル
で
届
け
る
旨
が
確

認
さ
れ
、
ま
た
、
各
種
事
務
の

担
い
手
の
減
少
に
対
応
す
る
た

め
、
極
秘
通
信
の
編
集
を
中
心

と
す
る
会
の
運
営
実
務
の
一
部

に
つ
い
て
、
世
話
人
会
ま
た
は

会
員
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
決

定
に
よ
り
、
有
償
又
は
無
償
に

よ
る
外
部
委
託
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
旨
の
申
し
合
わ
せ
事
項

の
改
定
も
な
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
続
く
記
念
講
演
で
は
、

経
済
安
保
『
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
』
が
狙
う
も
の
」

の
テ
ー
マ
で
中
野
晃
一
さ
ん

（
上
智
大
学
教
授
・
政
治
学
）

に
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
（
詳

細
は
別
稿
を
ご
覧
下
さ
い
）
。

「
重
要
経
済
安
保
情
報
の
保

護
及
び
活
用
に
関
す
る
法
律
」

案
（
以
下
「
本
法
案
」
と
い
う
。
）

が
、
衆
議
院
を
４
月
９
日
に
通

過
し
、
現
在
参
議
院
で
審
議
中

で
あ
る
。

本
法
案
は
、
行
政
機
関
の
所

掌
事
務
に
係
る
重
要
経
済
基
盤

保
護
情
報
で
あ
っ
て
、
公
に
な
っ

て
い
な
い
も
の
の
う
ち
、
そ
の

漏
え
い
が
我
が
国
の
安
全
保
障

に
支
障
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ

る
た
め
、
特
に
秘
匿
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
も
の
を
「
重
要

経
済
安
保
情
報
」
に
指
定
す
る

も
の
で
あ
る
（
特
別
防
衛
秘
密

（
日
米
相
互
防
衛
援
助
協
定
等

に
伴
う
秘
密
保
護
法
に
規
定
す

る
特
別
防
衛
秘
密
）
及
び
特
定

秘
密
（
特
定
秘
密
の
保
護
に
関

す
る
法
律
に
規
定
す
る
特
定
秘

３

12
周
年
総
会
の
ご
報
告

文
責
：
中

川

匡

亮

愛
知
県
弁
護
士
会

「
重
要
経
済
安
保
情
報
の
保
護
及
び

活
用
に
関
す
る
法
律
」
案
の
抱
え
る
問

題
点
の
解
消
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
可
決

さ
れ
る
こ
と
に
反
対
す
る
会
長
声
明

そ
の
後
、
「
戦
争
で
儲
け
る

国
づ
く
り
を
さ
せ
な
い
！
」
の

表
題
で
集
会
宣
言
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
総
会
に
は
会
場
参
加

79
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
55
名

合
計
134
名
の
方
に
ご
参
加
頂
き

ま
し
た
。

今
後
も
、
市
民
の
表
現
の
自

由
を
守
る
た
め
の
活
動
、
監
視

国
家
化
を
防
止
す
る
た
め
の
活

動
、
ひ
い
て
は
平
和
を
目
指
し

た
活
動
を
行
っ
て
行
き
ま
す
。

愛
知
県
弁
護
士
会
が
、
２
０
２
４
年
４
月
19
日
に
経
済
秘
密
保

護
法
に
反
対
す
る
会
長
声
明
を
発
出
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま

す
。
日
弁
連
も
各
単
位
会
も
続
々
と
反
対
声
明
を
発
出
し
て
い
ま

す
。
問
題
点
の
多
い
、
人
権
侵
害
立
法
で
あ
る
こ
と
の
表
れ
で
す
。

私
た
ち
も
、
反
対
と
声
を
挙
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。



密
）
に
該
当
す
る
情
報
を
除
く
）
。

す
な
わ
ち
、
本
法
案
は
、

「
特
別
防
衛
秘
密
」
や
「
特
定

秘
密
」
に
該
当
し
な
い
「
経
済

安
全
保
障
上
重
要
な
情
報
」
の

漏
え
い
等
を
新
た
に
処
罰
対
象

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も

「
特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る

法
律
」
（
以
下
「
特
定
秘
密
保

護
法
」
と
い
う
）
の
よ
う
に
防

衛
・
外
交
・
ス
パ
イ
防
止
・
テ

ロ
防
止
の
四
分
野
に
限
定
さ
れ

て
い
る
訳
で
も
な
く
、
経
済
安

全
保
障
分
野
に
、
秘
密
保
護
法

制
を
拡
大
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
法
案
の
問
題
点
の
第
１
は
、

第
２
条
第
４
項
に
規
定
す
る

「
重
要
経
済
基
盤
保
護
情
報
」

の
内
容
が
抽
象
的
か
つ
極
め
て

広
範
で
あ
る
の
で
、
こ
の
中
か

ら
指
定
さ
れ
る
「
重
要
経
済
安

保
情
報
」
は
恣
意
的
な
も
の
と

な
る
危
険
が
高
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
法
案

の
処
罰
規
定
は
、
特
定
秘
密
保

護
法
と
同
様
に
、
「
重
要
経
済

安
保
情
報
」
の
漏
え
い
又
は
取

得
行
為
に
つ
い
て
共
謀
・
教
唆
・

煽
動
し
た
者
も
処
罰
対
象
と
し

て
い
る
の
で
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
や
市
民
が
情
報
を
取
得
し
よ

う
と
す
る
場
合
に
萎
縮
効
果
が

生
じ
、
国
民
の
知
る
権
利
が
著

し
く
害
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
関

し
て
、
第
21
条
に
、
法
律
の
適

用
に
つ
い
て
国
民
の
基
本
的
人

権
を
不
当
に
侵
害
し
な
い
こ
と
、

報
道
又
は
取
材
の
自
由
に
十
分

に
配
慮
す
る
こ
と
、
出
版
又
は

報
道
業
務
の
従
事
者
に
よ
る
取

材
行
為
を
保
護
す
る
よ
う
法
律

を
解
釈
適
用
す
る
よ
う
に
規
定

す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
規
定
が

お
か
れ
る
こ
と
は
そ
の
危
険
性

が
想
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
り
、

運
用
に
よ
っ
て
は
、
十
分
な
保

護
が
図
ら
れ
な
い
お
そ
れ
は
残

る
。第

２
に
、
本
法
案
に
も
適
性

評
価
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ク
リ

ア
ラ
ン
ス
）
制
度
が
規
定
さ
れ

る
と
こ
ろ
、
特
定
秘
密
保
護
法

の
適
性
評
価
の
対
象
者
は
、
主

に
公
務
員
で
あ
る
が
、
本
法
案

の
適
性
評
価
の
対
象
者
は
、
適

合
事
業
所
の
取
扱
者
で
あ
る
民

間
の
技
術
者
・
研
究
者
に
も
広

が
る
。

し
か
も
、
適
性
評
価
の
た
め

の
調
査
は
行
政
機
関
の
長
が
内

閣
総
理
大
臣
に
そ
の
調
査
を
求

め
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
対

象
者
の
犯
罪
歴
、
情
報
管
理
、

薬
物
使
用
、
精
神
疾
患
、
飲
酒

節
度
、
信
用
状
態
な
ど
の
セ
ン

シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
や
、
対
象
者

の
家
族
・
同
居
人
の
情
報
ま
で

も
が
、
内
閣
総
理
大
臣
の
下
に

集
積
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
調

査
に
は
対
象
者
本
人
の
同
意
が

要
件
と
さ
れ
て
は
い
る
が
、
行

政
機
関
又
は
適
合
事
業
所
の
業

務
の
た
め
に
は
本
人
は
事
実
上

同
意
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ

う
こ
と
が
容
易
に
想
像
さ
れ
、

第
16
条
で
（
適
性
評
価
に
関
す

る
個
人
情
報
の
利
用
及
び
提
供

の
制
限
）
に
つ
き
規
定
す
る
も

の
の
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の

観
点
か
ら
大
い
に
問
題
が
あ
る
。

以
上
の
と
お
り
、
本
法
案
は
、

市
民
の
知
る
権
利
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
権
の
保
護
な
ど
の
面
か
ら
、

特
定
秘
密
保
護
法
に
勝
る
と
も

劣
ら
な
い
問
題
が
あ
る
。
衆
議

院
の
通
過
に
あ
た
り
、
「
重
要

経
済
安
保
情
報
」
の
指
定
や
解

除
、
適
性
評
価
の
状
況
等
を
毎

年
、
国
会
に
報
告
す
る
こ
と
な

ど
の
修
正
が
な
さ
れ
た
も
の
の
、

本
法
案
の
問
題
は
残
っ
た
ま
ま

で
あ
る
。

よ
っ
て
、
当
会
は
、
本
法
案

に
つ
い
て
、
そ
の
問
題
点
に
つ

き
十
分
な
対
応
が
な
い
ま
ま
、

成
立
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
。

２
０
２
４(

令
和
６)

年
４
月
19
日

愛
知
県
弁
護
士
会

会
長

伊

藤

倫

文

４

総
会
で
、
６
／
16
（
日
）
に

｢

警
察
に
よ
る
住
民
監
視－

２

つ
の
事
件
の
控
訴
審
判
決－

｣

（
仮
題
）
の
学
習
会
を
行
う
と

告
知
し
ま
し
た
が
、
１
つ
の
判

決
言
い
渡
し
が
延
期
と
な
っ
た

の
で
、学
習
会
も
延
期
と
し
ま

す
。追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

街頭宣伝活動 毎月やっています
月に一度街頭での宣伝活動を行っています。
秘密法の実質改訂・経済安保版秘密保護法や土地規制

法に基づく地域指定の問題など、時々の課題をスピーチ
で、チラシや「極秘通信」の配布を通して市民に訴えて
います。みなさんの参加をお待ちしています。

〈今後の予定〉
6月3日(月) 12～13時 場所は栄・ラシック東側歩道


